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1 は じめ に

and Divヽion)

途中中断は試験区当たり草高 25clnの株が 3割程度観

察された時点で電照中断 した。電照の終了は 2002年 2

月 20日 とした。

本県のイチゴ栽培は `女峰'に代わり `さ ちのか',`  ④栽値様式はうね幅 120cm,株間 2∝m,2条高うね (a
とちおとめ'に移行した。また,省力を図る上から,セ  当たり833株 )。
ル トレイを利用した育苗の導入が図られつつある。そう  ⑤温度管理は内張リカーテン1層 ,2K101年 H月 1日 から最
したことから,これら2品種の特性を把握し,セル成型  低夜温 8～ 10℃に加温した。
苗を利用した促成栽培における安定生産技術の確立が必

要となつている。                   3 試験結果及び考察

そこでセル成型苗を利用した `さ ちのか',`と ちおと

め'の促成栽培において冬期の草勢確保と連続出菅を目  ① 10月 20日 電照開始区は `さ ちのか'`と ちおとめ'
的とした電照利用技術を検討した。           とも電照開始とともに草高が高くなつた。H月 27日 頃

には 3∝mを越えたが,12月 17日 頃から草高がやや低
2 試 験 方 法                      くなつた (図 1,2)。

H月 1日 電照開始区の `と ちおとめ'は,H月 27日
(1)試験実施場所及び土性               頃から草高 25cm程度が確保され,12月 17日 頃まで若
宮城県農業・園芸総合研究所パイプハウス,土性は埴  干ではあるが草高は高くなつた。その後の草高の変化は
土である 。                       わずかであつた (図 2)。

(2)供試品種及び試験規模                H月 10日 電照開始区の `さ らのか'は `と ちおとめ
`さ ちのか'及び `と ちおとめ'の 2品種を供試し,1  'と 同様の傾向であつたが,草高 211cm以上の確保が難
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区 10株 3反復とした 。
(3)試験区別

試験区を下図のとおりとし,電照開始日の違いが供試
品種の冬期の草高及び収量に及ぼす影響を検討した。

10月 20日

10月 20日

11月 1日

11月 10日

11月 20日

無 電 照

(4)耕種概要

①育苗はセル成型苗とし 35穴セル トレイ (1311cc/セ ル)
を使用,セル用上は ヒ・―トモスを主体とし細粒鹿沼土 (体
積比 ■3)を混合した。育苗時の施肥はロング llXl日 タ
イプ肥料を 1セル当たり N‐100mgに なるようにセル用
土に施用した。
空中採苗により21X11年 7月 31日 に苗を確保し,葉数
を 15～ 20葉に調整した後,セルトレイに直挿した。
仮植初期は遮光処理等により発根活着を促進した。育苗

日数は 40日 とし,2∞ 1年 9月 10日 に定植した。
②本ぽ施肥 :ロ ング 140日 タイプ及び,180日 タイプ

°
と

カニガラ有機及び重焼燐の配合肥料 (商品名 :イ チゴエ

ース)を窒素成分量として2 0kya施 用した。

③電照 :75W自 熱電球を高さ 16mに 5個/a設置。17
時から20時まで3時間の電照とした。

しくなつた。 (図 1)。

H月 10日 電照開始区の `と ちおとめ'は電照期間中,
ほぼ草高は一定で冬期の草高は 20cm以 上を確保した
ものの 25unには達しなかつた (図 2)。

両品種とも H月 20日 電照開始区では,無電照より草
高は確保したものの,わい化程度が強く 1月 下旬では無
電照とほぼ同程度の草高であつた (図 1,2)。

② `さ ちのか'`と ちおとめ'と も H月 1日 電照開始区
で頂果房の着花数が多くなつた (表 1,2)。

③収量は `さ ちのか'`と ちおとめ'と も H月 1日 電照
開始区で3月 までの収量及び全期間の収量が多くなつた

(図 3,4)。

④ `さ ちのか'では電照開始が早いと平均 1果重が向上
する傾向があり,`と ちおとめ'では H月 1日 電照開始
区で平均 1果重が大きくなった(表 3,4)。

4ま とめ

本試験では,従来 `女峰'の促成栽培で行われていた
電照利用技術を `さ ちのか',`と ちおとめ'に応用し,
電照開始時期の違いが,冬期のイチゴの草高と収量に及
ぼす影響について検討した。その結果,両品種とも 11
月初旬から電照を開始することで収穫開始初期に草高

25clnを確保することができ,3月 までの収量及び全期
間の収量が向上した。また,電照により葉柄長とともに
薬身の生育も促進され,商品果 1果重も大きくなつた。

途 中 中 断
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図 1電照開始時期 (の違い)による`さ ちのか 'の
草高の推移

表 1 電照開始時期 (の違い)による
`さちのか 'の生育       2002.130
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口2電照開始時期 (の違い)に よる `と ちおとめ '
の草高の推移

表2 電照開始時期 (の違い)による
`とちおとめ 'の生育状況    2002.1.30
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69 59 148 175 373

lo/m頂酬翻秘
途中喘 69 139 365

11/1電熊開発 64 49 301
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隷 50 44 92 14.5 知

601

¨

Ⅲ

日 3oo

"
l∞

0

電照開始時期 (の違い)による`とちおとめ '

a当 たり月別商品果収量

電照開始時期 (の違い)による`とちおとめ '
1～ 5月 の別商品果平均1果重(g)

』レ́ “̀̀́`・
ミミミ)、、ヽ

/    _二   ヽ、

―
_

40

35

m

25

欝
"
15

10

5

国 3 回 4

表 4表 3

=抒ござご が ・抒
ござ

電照開始時期 (の違い)による`さちのか '

a当たり月別商品果収量

電照開始時期くの違い)による`さちのか '

1～ 5月 の月別商品果平均 1果重 (g)

区  Ell

掘 輌 疇

鶏 糀 数働

鶉
途中中歯

621   48 1“ 168 359

581   42 122 18.8 340

11/1 lE昭鼎

“

1 44 186 310

11/10 1口H熙酬 531 4r 124 14.5 266

l1/20醐 461 39 1“ 丘 7 怨

鰤 451 3? 98 249
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